
事業所名 事業所番号

住   所 管理者名

電話番号 対象年度

担当者名連携先企業名 村田基準寝具株式会社 村田陽一

＜成果＞

実施した結果   時計を見て仕事ができるようになる

得られた結果   時間による目標枚数を達成感

問題点            達成の喜びがわからない人がいるので一体感が生まれ

ない

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

仕上げ枚数にばらつきが多いので同じ速さできれいに仕上げれるように指導しながら頑張ってほしい 1人1人が仕事に興味を持ち仕事の楽しさ

を知ってほしい

今後の連携強化に向けた課題

生産数増加が連携強化と連携先の一般就労につながると思うので生産目標達成ができるように環境を整備していきたい。

様式１

2024     年       4      月            12日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

株式会社TOMONI 70402256

いわき市好間工業団地１の８６ 村田   奈美

0246-47-0156 令和5年度

地域連携活動の概要

＜活動内容＞

生産活動場所          村田基準寝具株式会社実施日程               毎週

月～土曜日

実施した生産活動    タオル畳み機へのタオル投入

シーツ投入機へのシーツ投入

利用者数               1名～6名

＜活動の様子＞

洗濯し半乾燥されたシーツを専用の機械に投入しアイロンがけする様

子。アイロンがけされたシーツはたたまれ手出てくるので結束しお客

様へ届ける。

＜目的＞

地域連携活動のねらい       一般就労の仕事内容を知ることができる。

地域にとってのメリット    仕事の下準備により生産性が上がる

対象者にとってのメリット    メリハリのある仕事ができるようになる


